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三
方
三
冠
蓋
。
天
下
榮
之
。
，

⑳
岡
巻
五
ご
張
昭
傳
及
巻
三
八
許
靖
傳
参
照
ρ

⑮
同
、
詐
…
蛸
｝
低
…
索
ぬ
即
の
浅
に
徽
卿
略
を
引
き
、
そ
れ
に
魏
に
仕
え
て
い
た
王
朗
｝

　
か
ら
の
三
無
の
手
紙
［
が
の
せ
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
魂
の
温
か
い
交
流
が

　
そ
の
中
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。

⑱
ミ
醐
剛
鼎
立
の
裳
、
再
び
漢
代
の
加
川
き
蕪
銘
湿
的
圃
捌
家
に
復
蹄
し
得
な
い
こ
と

　
が
明
白
と
な
る
に
つ
れ
て
、
士
大
夫
の
關
心
は
政
治
よ
り
純
騨
に
思
想
的

　
な
る
電
の
に
向
う
。
乱
魏
晋
重
代
に
盤
行
ず
る
浩
談
は
そ
れ
で
あ
り
、
ζ
れ

　
に
つ
い
て
は
次
の
機
倉
に
の
べ
る
こ
と
と
し
、
唯
宇
都
宮
民
「
倣
詑
蒲
馴
瓢
㎜

　
の
昧
四
代
」
　
（
壷
白
山
力
黒
学
報
京
都
第
一
〇
耕
策
二
分
）
及
び
甜
帆
㎜
野
長
八
氏
「
涛

　
談
の
一
解
羅
」
　
（
史
墨
丁
難
誌
第
五
〇
編
）
を
滲
照
さ
れ
た
い
。

⑰
自
書
宰
相
世
系
表
二
手

⑱
趙
翼
「
汁
ご
史
話
詑
」
谷
五
「
理
事
三
公
」
滲
照

⑲
外
融
脳
罵
閃
・
陰
。
轡
ハ
・
煽
隠
勢
郡
の
講
民
望
一
ひ
霜
融
、
室
と
冷
用
戚
㎜
酬
係
に
あ
る
焚
・

　
歌
。
爽
「
・
冠
・
火
丁
の
諸
氏
は
そ
の
家
系
の
永
績
・
と
、
山
甲
央
に
h
於
て
・
保
μ
つ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
累
代
の
勢
位
と
に
よ
っ
て
貴
族
と
し
て
取
扱
う
べ
き
存
誰
で
あ
る
。
扁
々

　
の
系
譜
を
あ
げ
る
こ
と
は
略
す
。
後
漢
飛
脚
各
藩
を
豪
ノ
照
さ
れ
た
い
。

⑳
奨
氏
。
陰
氏
は
光
武
帝
の
姻
戚
、
聖
君
は
そ
の
攻
入
で
あ
り
、
來
氏
も
光

　
武
の
家
と
親
戚
で
あ
る
。

シ
ナ
由
丁
帯
ド
轡
ハ
龍
姻
政
治
の
轟
城
立
に
つ
い
て
ド
（
…
川
　
勝
）

｝
覧
｛
ご
9
覧
｛
ご
」
、
《
凋
、
・
「
、
ζ
ご
曽
＝
《
’
㌔
7
》
》
覧
脚
覧
こ
ξ
♂
、
’
、
ご
8
覧
ρ
、
’
、
ご
・
，
、
｛
ご
」
3
、
ご
ノ
3
覧
ご
ノ
、
《
f
駈
・
》
；
巳
箪
覧
’
賢
f
●
「
、
《
♂
●
「
｝
声

…
　
　
．
　
ラ
ン
ス
大
會
堂
省
紛
表
饗
照
）
　
　
脚

舳
　
ラ
ン
ス
の
大
愚
堂
は
、
ク
ロ
ヴ
ィ
ス
以
來
歴
代
の
フ
ラ
ン
ス
王
齢

W
が
戴
冠
式
を
學
げ
る
會
愛
で
あ
っ
た
。
最
初
の
會
堂
が
火
災
に
あ
W

一
つ
た
た
め
一
二
一
一
年
に
再
建
工
事
が
始
め
ら
れ
、
完
成
せ
ら
れ
仙

W
た
の
は
十
四
世
紀
の
初
期
で
あ
る
。
窩
翼
に
示
す
の
は
そ
の
再
建
邸

岬
の
も
の
で
あ
っ
て
、
現
存
す
る
最
も
代
表
的
な
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
で
…

バ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

凧
あ
る
。
ゴ
シ
ッ
ク
…
教
灘
酒
、
そ
れ
は
軍
に
紳
の
燈
［
界
の
象
徴
で
あ
W

ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

W
る
の
み
で
な
く
、
石
材
を
合
理
的
に
組
織
す
る
事
に
よ
っ
て
自
然
M

晒
の
法
則
、
紳
の
秩
序
を
具
醸
す
る
も
の
で
あ
る
。
從
．
つ
て
會
堂
正
W

”
面
を
飾
る
無
数
の
彫
刻
も
亦
五
爵
に
會
愛
建
築
の
秩
序
に
服
し
て
川

鯉
い
る
。
十
三
世
紀
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
、
人
間
の
知
性
を
自
削
覚
一

一
し
、
寝
信
を
も
つ
て
宇
宙
を
注
観
し
、
大
類
及
び
宇
憲
魚
燈
、
に
つ
W

響
い
て
σ
が
い
博
な
知
識
を
も
つ
た
。
だ
が
彼
等
は
そ
の
知
識
を
憩
脚

W
を
悲
心
と
す
る
雄
蕊
に
築
き
遂
げ
た
の
で
あ
る
。
単
磁
は
紳
の
撮
軸

酬
理
で
あ
り
、
藝
術
は
こ
れ
を
象
徴
す
る
。
す
べ
て
の
形
態
は
撒
の
脚

郵
没
則
、
意
義
の
系
列
に
從
ふ
。
我
々
は
こ
こ
に
ゴ
シ
ッ
ク
・
ヒ
ユ
順

岬
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
限
界
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
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